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行
仙
宿
巡
回
整
備
と
現
場
検
証 

 

◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
８
月 

２
５
（
日
） 

晴 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
橋
本
梓
、
生
熊
敏
男
、
畑
林
清
子
、 

大
江
加
代
子
・
徳
子
、
上
村
洋
司
・
和
美
、
梶
野
照
雄 （

１
０
名
） 

暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
、
朝
の
最
低
気
温
が

２
２
度
ほ
ど
に
な
っ
て
車
の
エ
ア
コ
ン
を
使
う
こ
と
な
く
池
原
ま
で
走
る
こ

と
が
出
来
た
。
先
日
の
川
島
さ
ん
急
逝
の
日
に
、
吉
野
警
察
署
で
４
時
間
近
く

事
情
聴
取
を
受
け
た
が
、
今
度
は
現
場
検
証
と
ま
だ
事
情
聴
取
が
済
ん
で
い
な

い
生
熊
、
上
村
和
の
２
人
か
ら
話
を
聞
き
た
い
と
要
請
が
あ
り
、
行
仙
小
屋
の

整
備
も
か
ね
て
登
山
口
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

女
性
陣
登
り
始
め
る 

 
 
 

林
道
の
側
溝
を
掃
除 

 
 
 

現
場
へ
向
か
う 

現
場
検
証
は
午
前
１
０
時
に
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
で
待
ち
合
わ
せ
だ
が
、
台

風
の
大
雨
で
林
道
に
流
れ
出
た
石
を
取
り
除
く
た
め
、
午
前
９
時
過
ぎ
に
登
山

口
に
着
い
た
。
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
石
を
取
り
除
く
。
２
０
分
ほ
ど
で
車
幅
分

の
除
去
が
終
わ
り
車
の
底
が
当
た
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。
持
っ
て
き
た
段
ボ

ー
ル
箱
の
焚
き
付
け
を
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
ま
で
荷
揚
げ
し
た
。 

９
時
５
０
分
に
大
江
車
が
到
着
、
そ
の
後
児
嶋
さ
ん
も
ト
ラ
ッ
ク
で
到
着
す
る
。 

１
０
時
過
ぎ
に
女
性
陣
が
徒
歩
で
登
り
始
め
る
。
上
村
洋
、
橋
本
、
児
嶋
、
梶

野
で
石
の
詰
ま
っ
た
側
溝
を
掃
除
す
る
。
あ
ら
か
た
取
り
除
き
、
流
れ
が
戻
っ

て
き
た
こ
ろ
に
沖
崎
車
と
県
警
の
車
が
到
着
。
刑
事
課
の
３
名
と
鑑
識
の
１
名

だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

再
び
登
山
口
に
戻
る 

 
 
 

床
を
拭
き
掃
除 

 
 
 

 

楓
の
斜
木
を
切
除 

本
日
の
現
場
検
証
の
説
明
が
あ
り
、
検
証
が
始
ま
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
寸
法
測

定
や
使
用
状
況
の
説
明
の
後
、
駐
機
小
屋
先
の
現
場
に
移
動
し
て
発
見
時
の
様

子
を
再
現
。
再
び
登
山
口
に
戻
っ
て
、
生
熊
、
上
村
和
の
２
名
は
事
情
聴
取
を

受
け
る
。
刑
事
課
の
署
員
と
鑑
識
の
一
名
、
合
計
２
名
が
沖
崎
さ
ん
運
転
の
モ



ノ
レ
ー
ル
で
終
点
ま
で
登
っ
て
、
新
橋
の
鋼
材
を
確
認
、
私
は
徒
歩
で
登
っ
て

少
し
遅
れ
て
到
着
。
そ
の
後
架
け
替
え
予
定
の
現
場
ま
で
２
人
を
案
内
す
る
。

鋼
材
を
人
力
で
運
搬
す
る
苦
労
が
判
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
っ
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
戻
る
と
沖
崎
さ
ん
の
姿
が
な
い
。
事
情
聴
取
中
の
２
人
を

迎
え
に
行
っ
た
よ
う
だ
。
し
ば
ら
く
署
員
２
人
と
話
を
し
な
が
ら
待
つ
が
、
１

０
分
、
１
５
分
経
っ
て
も
モ
ノ
レ
ー
ル
が
上
が
っ
て
く
る
兆
し
が
な
い
。 

午
後
１
時
半
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
小
屋
に
上
が
る
こ
と
に
し
た
。
署

員
２
人
は
「
遅
い
な
」
と
言
い
な
が
ら
徒
歩
で
下
山
し
た
。 

午
後
２
時
、
よ
う
や
く
行
仙
宿
小
屋
に
着
い
て
昼
食
を
摂
る
。 

小
屋
内
の
マ
ッ
ト
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
全
部
外
に
出
さ
れ
て
、
床
は
雑
巾
が
け
が

さ
れ
て
い
た
。
土
間
の
奥
に
あ
っ
た
も
の
も
全
て
運
び
出
さ
れ
て
、
水
た
ま
り

も
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
た
。
床
に
は
カ
ビ
が
発
生
し
て
い
た
ら
し
く
、
雑
巾
が

け
に
時
間
が
か
か
り
、
管
理
棟
迄
手
が
回
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。 

上
村
洋
さ
ん
が
沖
崎
さ
ん
か
ら
の
無
線
を
受
信
、
「
小
屋
迄
登
ら
ず
に
登
山
口

で
待
つ
、
作
業
を
適
当
に
切
り
上
げ
て
下
山
し
て
ほ
し
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
。 

上
村
洋
さ
ん
は
程
な
く
下
山
を
は
じ
め
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
も
後
片
付
け
を
始

め
た
。 

私
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
倉
庫
か
ら
出
し
て
、
管
理
棟
少
し
下
の
登
山
道
に
被
さ

っ
て
い
た
楓
を
切
除
し
た
。
下
山
を
開
始
し
た
メ
ン
バ
ー
が
枝
の
排
除
な
ど
を

手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
水
場
を
見
に
行
く
の
で
、
先
に
帰
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え
て
下
山

メ
ン
バ
ー
と
別
れ
た
。 

先
週
は
時
間
切
れ
で
水
場
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。
台
風
の
後
で
、
ど
う
し
て

も
水
場
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、
何
も
持
た
ず
に
急
い
で
降
り
た
。 

水
場
ま
で
の
道
は
枯
枝
多
数
、
大
き
な
物
は
３
ｍ
近
く
あ
る
が
全
部
排
除
で
き

た
。
水
場
の
階
段
上
ま
で
来
て
ビ
ッ
ク
リ
。
落
石
は
予
想
し
て
い
た
が
、
長
さ

４
ｍ
位
の
腐
木
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
昨
年
の
落
石
の
よ
う
な
大
き
な
も
の
は

無
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
枯
木
が
石
を
排
除
す
る
だ
け
で
動
か
せ
る
の
か
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
必
要
と
す
る
の
か
、
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と
解
か
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

水
場
迄
は
枯
枝
多
数 

 
 
 

 
 

落
石
や
腐
木
で
埋
ま
っ
た
水
場 

 

午
後
に
な
っ
て
気
温
が
上
が
っ
た
の
で
、
小
屋
に
戻
る
ま
で
に
大
汗
を
か
い
た
。 

小
屋
前
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
１
０
分
ほ
ど
休
憩
の
後
下
山
を
始
め
た
。 

第
一
ベ
ン
チ
で
少
し
休
ん
で
登
山
口
に
下
山
。
当
然
だ
が
車
は
一
台
だ
け
に
な

っ
て
い
た
。 

 
後
日
、
沖
崎
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
、
登
山
口
で
の
事
情
聴
取
は
２
時
間
に

及
び
、
そ
の
間
食
事
す
る
事
も
無
く
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
午
後
２
時
だ
っ
た
そ

う
だ
。 

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 



 
行
動
タ
イ
ム 

09
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登
山
口
→12

：3
0

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
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：45

丸
太
橋
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：05

モ

ノ
レ
ー
ル
終
点13
：28

→14

：00

行
仙
宿
小
屋14

：40

→
水
場15

：03

→15

：

33

行
仙
宿
小
屋15
：45

→16

：17

登
山
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